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①
人
や
投
資
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
る
経
済

成
長
戦
略
の
実
行

　
「
北
九
州
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」等
に
基
づ
く
政
策
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
で
、魅
力
あ
る
仕
事
の
創
出
、若

者
や
女
性
、外
国
人
人
材
の
定
着
、定
住
・
移

住
の
促
進
、企
業
誘
致
な
ど
を
着
実
に
形
に

し
、人
口
の
社
会
動
態
プ
ラ
ス
に
つ
な
げ
、経

済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
や
日
本
新

三
大
夜
景
都
市
の
認
定
を
契
機
に
、な
お
一
層
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

②
ま
ち
の
魅
力
や
活
力
を
生
み
出
す
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
本
市
が
培
っ
て
き
た
映
画
・
漫
画
・
文
学
な

ど
の
芸
術
資
源
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
と

と
も
に
、「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
２
０
北

九
州
」事
業
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
力
に
推
進
し
、文
化
芸
術
に
よ
る「
創
造
都

市
・
北
九
州
」の
実
現
に
弾
み
を
つ
け
ま
す
。

　
ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
誘
致
や
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
は
も
と
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

③
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
近
年
、激
甚
化
す
る
豪
雨
災
害
な
ど
に
備

え
、河
川
の
浸
水
対
策
な
ど
の
防
災
・
減
災

対
策
に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、日
本
で
最
も
犯
罪
の
少
な
い
ま
ち

を
目
指
し
た
取
り
組
み
や
、学
校
施
設
や
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
は
じ
め
と
し
た

市
民
生
活
に
身
近
な
公
共
事
業
に
よ
り
、安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
同
時
に
、今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
外
国

人
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
環

境
整
備
や
啓
発
な
ど
を
通
じ
て
、多
文
化
共

生
社
会
を
実
現
し
ま
す
。

④
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現「
元
気
発
進
！
　

北
九
州
」プ
ラ
ン
の
総
仕
上
げ

　
市
民
と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
理
念
を
共
有
し
、「
元

気
発
進
！ 

北
九
州
」プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
各
種

の
政
策
を
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
推
し
進
め
、人
に
優
し
く
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
を
図
り
ま
す
。

　
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
が

限
ら
れ
る
中
、よ

り
一
層
の
事
業
の

選
択
と
集
中
を

図
る
と
と
も
に
、

行
財
政
改
革
を

絶
え
間
な
く
進

め
、今
後
も
安
定

し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、

新
た
な
時
代
を

切
り
開
く
取
り

組
み
を
進
め
ま

す
。

　
令
和
元
年
度
は
、次
代
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
改
め
て
取
り
組
む
第
一
歩
と
な
る
年
。

あ
ら
ゆ
る
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
住
み
よ
い
ま
ち
」を
実
感
で
き
る
よ
う
、本
市
が
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
を
さ
ら
に
加
速
し
、力
強
く
進
め
て
い
き
ま
す
。

特
集
　
令
和
元
年
度
予
算

人
や
投
資
の
流
れ
を
呼
び
込
み
街
の
魅
力
を
さ
ら

に
高
め
る「
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
実
現
予
算
」

会計別予算額
会 計 名 予 算 額 前年度比
一般会計 5743億9100万円 ＋2.0％
特別会計 4125億7400万円 ＋2.6％
企業会計 1922億4100万円 ▲20.1％
合 計 1兆1792億  600万円 ▲2.2％

北九州市長
北橋健治

　予算とは、市の１年間にかかる収入と支
出についての見積もりです。令和元年度予
算のうち、市の基本的な行政サービスに関
わる一般会計の予算について紹介します。

■予算の規模
　一般会計予算額は、国の防災・減災、国
土強靭化のための緊急対策の推進に伴う
臨時措置や幼児教育・保育の無償化などに
より、前年度に比べ１１４億円の増額となっ
ています。

■歳入の特徴
　市税収入は、景気の緩やかな拡大等の
影響により、個人市民税をはじめ、法人市
民税、固定資産税・都市計画税などの主要
な税目で増収が見込まれることから、前年
度に比べ３８億円の増額と、過去最大となっ
ています。

■歳出の特徴　
　一層の事業の選択と集中を図るなど、引
き続き行財政改革を推進しました。そこで
捻出した財源を、上記に掲げる①～④の「４
つの柱」に重点的に配分するとともに、本
市の将来の発展や喫緊の課題へ的確に対
応していきます。

令和元年度一般会計当初予算

歳出総額

5744
（5630）

保健福祉費
1584（1576）

教育費
723（696）

子ども家庭費
698（668）

環境費 147（146）
消防費 133（127）

土木費
489（418）

産業経済費
555（584）

総務費
442（415）

その他
205（201）

諸支出金
768（799）

歳出総額

5744
（5630）

人件費
1116（1114）

義務的
経費
3238
（3173）

投資的経費
631（552）

その他の経費
1875
（1905）

扶助費
1446
（1387）

公債費
676（672）

普通建設
事業費
631（552）

繰出金
450（443）

物件費
585（558）

貸付金 430（477）

補助費等 293（310）
その他（維持補修費等）

117（117）
歳出―性質別

⎡単位：億円 ⎤
｜ ｜
⎣（　）内は平成30年度予算額 ⎦

歳入総額

5744
（5630）

市税
1754（1717）

地方交付税
630（590）

諸収入
578（633）

県支出金 283（256）
使用料及び手数料166（167）
地方消費税交付金＊ 165（174）

繰入金 147（145）
その他
123（141）

財産収入 69（55）
軽油引取税交付金 59（56）

国庫支出金
1133（1031）市債

637（665）

█ 保健福祉費
福祉・健康・医療の充実
█ 諸支出金
市債の返済など
█ 教育費
学校教育
█ 子ども家庭費
子育て支援
█ 産業経済費
産業学術・観光振興
█ 土木費
道路・河川・公園などの整備

█ 総務費
行政運営、市民活動支援、
文化振興
█ 環境費
ごみ処理、低炭素社会づくり
█ 消防費
消防・救急活動
█ その他
住宅の整備、岸壁の整備など

＊地方消費税交付金のうち、消費税率の引き上げ分６８億円については、保健福祉費と
子ども家庭費に係る社会保障施策に要する経費の財源として活用しています。

歳出―目的別

歳入


